
 

 

３月１１日の「東日本大震災」の後、幸福の科学学園より支援物資を届けさせていた

だいた関係でで、陸前高田市広田地区コミュニティ推進協議会会長黄川田富八様、住民

一同様より御礼状が届きました。 

 

現在、テニス部のコーチとして、部

員たちから慕われ、毎日指導をしてく

ださっている佐々木紫帆さん（18）の

出身地が、岩手県陸前高田市であった

関係で、テニス部顧問の柄澤が、幸福

の科学学園の教職員の皆様やテニス

部の父母の皆様、教え子の皆様に呼び

かけたところ、非常に多くの支援物資

が集まり、二度に分けて陸前高田市に

届けました。現地では、直接避難所に

伺い、支援物資を手渡してきましたが、

震災直後の大混乱の中、感謝の気持ち

を伝えられ、帰ってきました。 

そんな避難所の一つ広田地区の皆

様より、今回学園に対して御礼状をお

送りいただきました。広田地区は半島

の先にある集落で、今回の津波でほぼ

全壊に近い被害を受けましたが、そん

な困難にも負けず、立ち上がろうと必

死の努力をされています。 

（文責：柄澤） 

 


